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平成25年11月8日発行町議会だより町議会だより

【訓練】頓別川が氾濫
　１０月１７日、集中豪雨により頓別川が氾濫注意
水位に到達し、あかね、第１自治会に避難勧告が発
令される。
　住民は避難所である町民センターに避難するとと
もに、被害を最小限に食い止めるための土嚢の作成
など、万が一に備えた訓練を体験しました。
　わが町でも、いつ発生するかわからない自然災害
に対して、日頃の準備の大切さを実感しました。
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第３回
定例会
第３回
定例会

　平成25年第３回定例会が、９月25日から27日まで３日間の日程
で開催され、初日の行政報告で野邑町長は、次の３点について報
告をしました。
１．戸籍電算化システム構築委託事業について、中頓別町、豊富
　町及び浜頓別町による戸籍電算化共同利用は、三町長の協議に
　より、「電子情報処理組織による戸籍事務の委託に関する規約
　」を６月21日に定め、スタートした。
　　６月28日には、３町戸籍担当者で構成されるプロポーザル審
　査委員会を開き、提案業者３社の中から委託業者として株式会
　社エイチ・アイ・ディ（札幌市）に32,628千円で決定した。
　　８月１日、３町一斉にデータセットアップ契約を締結し、再
　委託先の富士ゼロックスシステムサービス株式会社がすでに紙
　戸籍の電子化作業に着手している。
２．平成25年度普通交付税について、22億７千96万円（前年度当
　初比１億１千424万円・4.8％減）となった。
３．農業経営第三者継承事業の取り組み状況について、平成24年
　度に北海道農業担い手育成センターから紹介を受けていた新規
　就農希望者が、本年８月より松音知地区の経営委譲希望農家に
　おいて、酪農研修を開始した。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）に
基づく「健全化判断比率」、「資金不足比率」等の報告では、平
成24年度決算で実質公債費比率が15.8％（平成23年度18.7％、健
全化判断基準は25％）となり、前年度に比較してさらに財政健全
化が進んでいることを明らかにしました。
　一般質問では、通告順に６議員が質問を行いました。
　平成24年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する「
決算審査特別委員会」（柳澤雅宏委員長）に付託され、会期中に
審査を行い、すべて認定されました。
　全日程が終了したため、会期を１日残して26日に閉会しました。

災
害
時
の
水
対
策
、
町
の
観
光
施
設
の
運
営
強
化

　

情
報
格
差
の
解
消
、
公
共
施
設
老
朽
化
へ
の
対
策

　
　

エ
ゾ
シ
カ
の
残
滓
処
分
、
旧
丹
波
屋
旅
館
の
保
存
策
な
ど

　
　
　

６
議
員
が
一
般
質
問
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住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
文
の

改
正
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
９
月
25
日
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
６

４
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
28
億

６
千
８
８
２
万
円
に
。
歳
出
で
は
、
市
街
地
防
犯

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
９
７
０
万
円
、
町
営
住
宅
Ｆ
Ｆ

ス
ト
ー
ブ
給
排
気
筒
位
置
変
更
工
事
77
万
円
、
賃

貸
住
宅
建
設
促
進
助
成
金
１
千
２
０
０
万
円
な
ど

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。　

（
９
月
25
日
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
４

０
２
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
３
億

１
千
２
１
０
万
円
に
。
歳
出
で
は
、
退
職
被
保
険

者
高
額
療
養
費
１
０
０
万
円
、
平
成
24
年
度
医
療

費
確
定
に
よ
る
国
・
道
に
対
す
る
補
助
金
返
還
金

１
千
３
０
２
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
25
日
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
３
７

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
８
千
２
４

４
万
円
に
。
歳
出
で
は
、
施
設
・
配
水
管
修
繕
費

１
５
７
万
円
、
上
駒
地
区
配
水
管
移
設
工
事
３
５

０
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
25
日
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
９
１

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
７
１

９
万
円
に
。
歳
出
で
は
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
３
１
２
万
円
、
平
成
24
年
度
介
護
給

付
費
の
確
定
に
よ
る
国
・
道
に
対
す
る
補
助
金
返

還
金
１
４
６
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
25
日
可
決
）

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に

報
告
し
、
か
つ
住
民
に
公
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し
（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し
（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

15
・
８
％
（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し
（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
顕
著
な
改
善
が
見
ら

れ
る
が
、
今
後
と
も
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
等

に
基
づ
き
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、
よ
り
一

層
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
病
院
事

業
会
計
、
水
道
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20
％
）
は
い
ず

れ
も
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

審
査
に
付
さ
れ
た
資
金
不
足
比
率
及
び
そ
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
関

係
法
令
の
規
定
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
適
正
に

表
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
会

計
も
資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
な
い
。

　

平
成
25
年
10
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
教

育
委
員
の
人
事
案
件
が
同
意
第
１
号
で
提
案
さ

れ
、
現
教
育
委
員
の
木
内
彰
氏
の
再
任
に
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。　
　

（
９
月
25
日
同
意
）

　

任
期　

平
成
25
年
11
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
10
月
31
日

第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

以
下
は
報
告
案
件

○ 

議
案
第
46
号　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

　

 

広
域
連
合
規
約
の
改
正

○ 
議
案
第
47
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
48
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
49
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

 　

予
算

○ 

議
案
第
50
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

○ 

報
告
第
５
号　

平
成
24
年
度
健
全
化
判
断

　

 

比
率
の
報
告

○ 

報
告
第
６
号　

平
成
24
年
度
資
金
不
足
比

　

 

率
の
報
告

○ 

同
意
第
１
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

 　

に
つ
き
同
意
を
求
め
る

議
決
さ
れ
た
議
案

教
育
委
員
に
木
内
彰
氏
再
任
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質
　
問

●
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
男
女
の
出
会
い
の

　
場
を

　

私
の
周
り
の
独
身
者
か
ら
、
職
場
に
よ
っ
て
は
機

会
が
な
か
っ
た
り
、
時
間
の
ず
れ
に
よ
り
な
か
な
か

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。

　

今
後
、
地
方
自
治
体
が
、
結
婚
の
意
欲
は
あ
っ
て

も
出
会
い
の
機
会
が
少
な
い
男
女
に
対
し
て
、
結
婚

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
と
共
に
地
域
全
体
で
結

婚
を
応
援
す
る
機
運
を
高
め
る
た
め
の
何
ら
か
の
対

応
が
必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

未
婚
率
に
関
し
て
は
、
当
町
に
お
い
て
正
式
な
調

査
を
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
男
女
の
出
会
い
の
場
の

確
保
に
関
し
て
は
、
第
７
期
総
合
計
画
「
経
済
振
興

・
効
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
も
議
論
さ

れ
、
最
重
点
課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
は
、
ま
ず
は
、
町
内
の
若
者
が
業
種
を

超
え
て
交
流
す
る
異
業
種
間
交
流
に
よ
っ
て
相
互
理

解
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
取
組
み
か
ら
始
め
て
は
ど

細 

谷 

久 

雄 

議
員

う
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
関
係
の
４
Ｈ
Ｃ
や
商
工
青
年
部
等
の
団
体
に

声
を
か
け
て
率
直
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
最
適
な
方

法
を
模
索
し
た
い
。

質
　
問

●
災
害
時
の
水
対
策
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
地
の
多
く
が
全
域
で

断
水
と
な
り
、
２
週
間
く
ら
い
そ
の
状
態
が
続
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
人
間
は
水
な
く
し
て
は
生
き
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
災
害
時
、
断
水
に
な
っ
た
場
合
の

水
の
供
給
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

災
害
等
に
よ
っ
て
断
水
に
な
っ
た
場
合
は
、
中
頓

別
町
地
域
防
災
計
画
及
び
中
頓
別
町
水
道
事
故
等
に

お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と

と
な
る
。

　

水
道
施
設
の
小
・
中
規
模
な
断
水
の
場
合
は
、
町

で
保
管
し
て
い
る
ポ
リ
タ
ン
ク
１
０
０
個
や
消
防
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
応
急
給
水
を
行
う
。

　

大
規
模
な
断
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
南
宗
谷
３
町
水
道
事
業
災
害
時
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
れ
で
対
応
で
き
な
い
規
模
の
災
害
に
よ
る
断
水

の
場
合
は
、
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を
行
い
、
給

水
作
業
や
復
旧
作
業
等
の
支
援
を
い
た
だ
く
と
共
に
、

災
害
時
に
お
け
る
北
海
道
及
び
市
町
村
相
互
の
応
援

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
道
や
他
市
町
村
に
対
し

て
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
民
間
ア
パ
ー
ト
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

本
年
度
新
た
な
政
策
と
し
て
制
度
化
し
た
。
工
事

着
手
さ
れ
て
い
る
が
内
容
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
新
た
な
制
度
に
基
づ
く
も
の
が
何
故
公
表
さ

れ
な
い
の
か
。
助
成
ま
で
の
事
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
う
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

助
成
条
例
に
基
づ
き
、
申
請
か
ら
補
助
金
交
付
ま

で
進
め
る
。

　

内
容
の
公
表
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
議
会
に
も
お
知
ら
せ
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
制

度
で
あ
り
積
極
的
に
公
表
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

建
設
申
請
者　

株
式
会
社
小
頓
別
木
材

　

建
設
戸
数　

２
棟
８
戸
、
木
造
２
階
建
て

　

認
定
通
知
者
通
知　

６
月
27
日　

　

工
事
着
手　

７
月
２
日　

　

完
成
予
定　

10
月
20
日
（
１
棟
は
２
月
20
日
）

　

場
所　

旧
営
林
署
跡

東
海
林 

繁 

幸 

議
員
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今
後
、
申
請
が
予
定
さ
れ
る
も
の

　

建
設
申
請
者　

有
限
会
社
稚
山
建
設

　

建
設
戸
数　

１
棟
４
戸
、
木
造
２
階
建
て

　

現
在
確
認
申
請
審
査
中

　

場
所　

枝
幸
警
察
署
中
頓
別
駐
在
所
横

質
　
問

●
特
別
職
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

　
か

　

町
長
の
報
酬
は
54
万
５
千
円
で
、
人
口
千

人
以
下
の
音
威
子
府
村
、
西
興
部
村
よ
り
も

低
額
で
あ
る
。

　

特
別
職
の
報
酬
は
人
口
と
は
無
関
係
で
あ

り
、
行
政
運
営
の
困
難
度
、
財
政
状
況
に
よ

り
決
定
す
べ
き
と
思
う
。
町
長
の
報
酬
を
基

準
と
し
て
他
の
特
別
職
の
報
酬
も
決
定
さ
れ
、

与
え
る
影
響
も
大
き
い
。

　

困
難
、
苦
労
の
多
い
町
ほ
ど
プ
ラ
イ
ド
を

も
ち
任
務
に
当
た
れ
る
よ
う
早
急
に
「
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
」
を
開
催
し
て
見
直
し
て

は
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

町
村
長
の
報
酬
が
50
万
円
台
な
の
は
、
本

町
を
含
め
て
５
町
村
し
か
な
く
、
宗
谷
管
内

の
中
で
最
も
低
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し
て

諮
問
す
る
考
え
は
な
い
。

　

特
別
職
の
報
酬
改
定
を
報
酬
等
審
議
会
に

諮
問
す
べ
き
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
地
方
交

付
税
の
推
移
や
本
町
の
財
政
状
況
を
見
極
め
、

一
般
職
給
与
と
も
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

質
　
問

●
町
の
観
光
施
設
の
運
営
強
化
に
つ
い
て

①　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
は
、
住
民
の
憩
い
の

　

場
、
福
祉
施
設
と
し
て
維
持
す
る
の
で
あ

　

れ
ば
現
状
で
も
や
む
を
得
な
い
が
、
観
光

　

施
設
と
し
て
は
不
十
分
な
施
設
で
あ
る
。

　

現
状
と
課
題
は
何
か
伺
う
。

②　

鍾
乳
洞
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
重
ね
、

　

土
地
取
得
に
も
大
き
な
財
政
負
担
を
し
た
。

　
　

現
状
は
自
然
公
園
と
し
て
活
用
し
て
い

　

る
。
こ
れ
ま
で
の
巨
額
な
投
資
に
対
し
て

　

有
料
化
も
話
題
に
さ
れ
た
が
、
今
後
の
活

　

用
は
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

①　

中
頓
別
観
光
開
発
㈱
に
指
定
管
理
者
と

　

し
て
運
営
委
託
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
変

　

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
課
題
は
宿
泊
室
に

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
が
な
く
、
団
体
客
受
け
入

　

れ
に
は
不
十
分
な
部
屋
数
で
あ
る
。

　
　

町
と
し
て
は
、
温
泉
が
町
内
唯
一
の
保

　

養
施
設
、
町
内
外
か
ら
の
利
用
者
が
い
る

　

こ
と
、
10
数
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
る

　

状
況
を
踏
ま
え
、
積
極
的
な
支
援
を
し
た

　

い
。
ま
た
、
町
長
が
兼
務
す
る
社
長
で
は

　

な
く
、
支
配
人
の
管
理
体
制
の
向
上
を
図

　

り
た
い
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

②　

指
定
管
理
者
で
あ
る
㈲
中
頓
別
振
興
公

　

社
が
公
園
内
の
整
備
に
努
力
を
し
て
い
る

　

が
、
多
く
の
方
に
鍾
乳
洞
の
魅
力
や
中
頓

　

別
の
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
町
の
観
光
振

　

興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
今
後
も
洞

　

内
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

質
　
問

●
情
報
格
差
の
解
消
に
つ
い
て

　

本
町
市
街
地
で
光
通
信
が
実
現
す
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
有
線
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
に
お
い
て
、
一
世
代
ど
こ
ろ
か
、
二
世
代

後
方
に
置
か
れ
て
し
ま
う
市
街
地
以
外
の
地

域
住
民
に
、
最
新
の
携
帯
端
末
購
入
費
や
利

用
料
の
一
部
補
助
を
提
案
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
情
報
伝
達
の

進
化
で
、
情
報
格
差
が
解
消
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　

携
帯
端
末
な
ど
で
実
質
負
担
軽
減
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
す
で
に
端
末
を
利
用

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
活
用
で

き
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
購
入
、
利
用
に

補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
け
る
光
通
信
実

現
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

町
の
中
で
情
報
格
差
が
生
じ
て
い
る
と
い

う
認
識
は
あ
る
が
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
接

続
し
て
利
用
で
き
る
ル
ー
タ
ー
を
購
入
す
る

こ
と
に
よ
り
光
通
信
を
利
用
す
る
の
と
同
様

な
情
報
伝
達
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ル

ー
タ
ー
も
契
約
条
件
に
よ
っ
て
実
質
負
担
が

か
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
個
人

財
産
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
の
購
入
費
等
に
対

す
る
補
助
を
市
街
地
以
外
の
地
域
だ
け
に
限

定
す
る
こ
と
も
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。

公
共
的
な
社
会
基
盤
の
整
備
を
重
視
し
た
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
市
街
地

以
外
の
地
域
で
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
ル
は
高
く
、
い
つ
整
備
で
き
る
の
か
と
現

時
点
で
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
町

全
域
に
光
通
信
が
行
き
渡
る
よ
う
、
要
請
を

続
け
、
様
々
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
変
化
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の
想
定
を
伺

う
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
も
本
町
で
の
需

要
は
極
端
に
少
な
い
よ
う
だ
が
、
小
規
模
自

治
体
の
住
民
に
と
っ
て
利
点
は
あ
る
の
か
。

導
入
に
あ
た
っ
て
の
予
算
化
、
担
当
部
署
等

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。　
　
　
　

　

従
来
の
戸
籍
業
務
や
賦
課
徴
収
に
影
響
は

無
い
の
か
。

答
　
弁
　
○
和
田
総
務
課
長

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
番
号
カ
ー
ド
の
交
付



なかとんべつ町議会だより１８２号 ６

が
始
ま
り
、
確
定
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
税
分
野

に
お
い
て
納
税
者
の
所
得
情
報
等
の
的
確
な

把
握
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
年
金
、
福
祉
、
医
療
分
野
、

災
害
時
の
罹
災
証
明
書
や
被
災
者
台
帳
を
作

成
す
る
際
の
利
用
な
ど
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、

各
種
申
請
時
の
添
付
書
類
の
削
減
で
書
類
審

査
の
事
務
が
効
率
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
自
治

体
事
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
進
み
、
政
策

の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
政
省
令
等
の

交
付
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

本
人
確
認
機
能
に
い
て
は
、
現
行
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
も
あ
る
が
、
そ
の
利
用

頻
度
は
低
く
、
平
成
15
年
度
の
制
度
開
始
以

来
、
本
町
で
は
28
枚
発
行
さ
れ
た
だ
け
で
、

利
点
が
少
な
か
っ
た
証
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

本
制
度
は
全
国
一
斉
に
導
入
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

戸
籍
や
税
の
担
当
で
は
、
職
員
の
健
康
面
も

含
め
、
様
々
な
面
で
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
が
続

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
番
号
制
度
の

準
備
は
非
常
に
大
き
な
負
荷
に
な
る
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
る
。
課
の
新
設
も
含
め
、
今

後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

質
　
問

●
路
線
バ
ス
無
料
乗
車
券
の
対
象
拡
大
を

　

現
在
、
75
歳
以
上
の
町
民
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
路
線
バ
ス
無
料
乗
車
券
は
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。
70
歳
未
満
の
町
民
に
は

タ
ク
シ
ー
券
も
な
く
、
用
事
を
足
す
の
に
も

ひ
と
苦
労
で
あ
る
。
役
所
も
施
設
も
催
し
物

も
市
街
地
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

遠
い
所
に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
の
不
便
、

不
利
益
を
思
え
ば
、
バ
ス
代
の
補
助
を
考
え

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
タ

ク
シ
ー
の
70
歳
よ
り
は
対
象
年
齢
を
引
き
下

げ
る
べ
き
で
あ
る
。
75
歳
を
過
ぎ
た
ら
体
力

的
に
バ
ス
は
無
理
と
聞
く
。
あ
っ
て
良
か
っ

た
と
思
う
人
が
い
な
け
れ
ば
制
度
と
し
て
の

意
味
が
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　

路
線
バ
ス
無
料
乗
車
券
の
利
用
実
態
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
に
交
付
者
全
員
を
対
象

と
す
る
調
査
を
行
い
、
回
答
が
あ
っ
た
２
７

３
人
の
う
ち
、
月
１
回
以
上
の
利
用
が
確
認

で
き
た
の
は
16
人
。
交
付
申
請
は
こ
こ
数
年

３
〜
６
人
で
ニ
ー
ズ
が
低
い
制
度
で
あ
る
。

　

無
料
券
が
な
く
て
困
る
と
い
う
声
は
把
握

し
て
い
な
い
。
交
通
費
は
自
己
負
担
が
基
本

で
あ
り
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
、
負
担
が

困
難
な
場
合
や
政
策
的
に
利
用
促
進
が
必
要

な
場
合
な
ど
に
限
り
公
費
助
成
を
行
う
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
今
、
病
院
送
迎
車
、
タ
ク

シ
ー
、
温
泉
送
迎
バ
ス
、
路
線
バ
ス
等
が
あ

り
、
地
域
交
通
は
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ニ
ー
ズ
を
検
証
し
た
う
え
で
検

討
す
る
。

質
　
問

●
公
共
施
設
老
朽
化
へ
の
対
策
は

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
道
路
、
橋
、
水
道
ほ
か
、
公
共
施
設

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
と
く
に
水

道
は
一
部
地
域
の
配
水
管
の
老
朽
化
、
浄
水

場
、
ポ
ン
プ
場
の
機
器
類
が
耐
用
年
数
に
近

い
と
の
こ
と
で
心
配
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
整
備
等
基
金
は
、
平
成
24
年
度

末
で
５
億
円
に
達
し
た
。
以
前
、
町
長
は
５

億
円
〜
10
億
円
を
積
み
立
て
た
い
と
発
言
し

た
が
、
こ
の
基
金
を
ど
う
活
用
し
て
公
共
施

設
を
整
備
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

長
寿
命
化
計
画
１
本
に
つ
き
数
百
万
円
か

か
る
。
外
部
業
者
に
委
託
せ
ず
町
で
作
成
で

き
な
い
も
の
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

町
民
体
育
館
、
中
学
校
校
舎
、
除
雪
セ
ン

タ
ー
、
自
動
車
学
校
、
火
葬
場
、
町
民
セ
ン

本 

多 

夕
紀
江 

議
員

タ
ー
、
水
道
施
設
等
が
建
設
か
ら
30
年
以
上

経
過
し
て
い
る
。

　

第
７
期
総
合
計
画
の
前
期
計
画
の
中
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
公
共
施
設
の
改
築
計
画
は
な

い
が
、
築
後
30
年
以
上
経
過
し
た
施
設
も
多

い
こ
と
か
ら
、
基
金
の
活
用
時
期
は
近
い
も

の
と
思
う
。
公
共
施
設
は
ど
れ
も
必
要
で
、

修
繕
し
な
が
ら
長
く
使
う
。
自
動
車
学
校
は

来
年
、
合
併
浄
化
槽
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

配
水
管
の
老
朽
化
は
藤
井
地
区
、
旭
台
地

区
で
の
漏
水
が
多
い
。
緊
急
時
は
、
長
寿
命

化
計
画
（
平
成
28
年
度
）
を
待
た
ず
に
修
理

し
、
断
水
時
に
は
早
急
に
対
応
す
る
。

　

事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
長
寿
命
化
計
画

を
作
成
し
な
け
れ
ば
国
の
補
助
金
の
対
象
と

な
ら
な
い
が
、
作
業
量
が
膨
大
で
あ
り
、
専

門
分
野
の
知
識
も
必
要
な
こ
と
か
ら
町
で
作

成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

町
民
体
育
館
は
中
学
校
も
含
め
て
教
育
関

連
施
設
整
備
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
10
月

に
提
言
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

中
学
校
体
育
館
を
優
先
的
に
整
備
し
、
現
在

の
中
学
校
体
育
館
を
町
民
体
育
館
と
し
て
活

用
す
る
意
見
も
出
て
い
る
の
で
、
現
在
の
町

民
体
育
館
を
将
来
と
も
継
続
し
て
使
用
す
る

考
え
は
出
て
こ
な
い
と
思
う
。
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め
活
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
、
次
の
２

点
を
伺
う
。

①　

国
・
道
指
定
文
化
財
を
含
む
文
化
財
の

　

保
護
・
保
全
基
金
を
つ
く
り
、
町
内
に
あ

　

る
文
化
財
を
一
体
的
に
保
護
す
る
財
源
に

　

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　

旧
丹
波
屋
旅
館
を
町
有
と
し
、
内
部
を

　

展
示
・
公
開
す
れ
ば
、
観
光
事
業
の
振
興

　

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
る
が
い

　

か
が
か
。

答
　
弁
　
○
米
屋
教
育
長

①　

本
町
の
区
域
内
に
所
存
す
る
文
化
財
は
、

　

中
頓
別
鍾
乳
洞
や
旧
丹
波
屋
旅
館
、
ま
た
、

　

文
化
財
的
要
素
の
高
い
砂
金
掘
跡
地
や
高

　

山
植
物
群
生
地
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

　

保
護
・
保
全
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の

　

状
況
に
あ
わ
せ
た
対
応
と
補
助
金
制
度
の

　

活
用
や
現
状
の
確
認
・
調
査
な
ど
に
努
め

　

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

　

で
の
基
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

②　

現
時
点
で
は
、
旧
丹
波
屋
旅
館
を
町
有

　

と
す
る
考
え
は
な
い
。
活
用
に
つ
い
て
は
、

　

こ
れ
ま
で
も
各
団
体
な
ど
か
ら
も
意
見
を

　

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
が
、
こ

　

れ
と
い
っ
た
活
用
策
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、

　

平
成
23
年
度
に
は
、
旧
丹
波
屋
旅
館
を
含

　

め
た
旧
天
北
線
観
光
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

　

た
が
、
最
小
携
行
人
数
に
達
せ
ず
未
実
施

　

に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
観
光
事
業
と

　

し
て
の
取
組
は
難
し
い
と
考
え
る
。

を
活
用
し
た
対
応
を
考
え
て
い
る
。
処
理
に

係
る
運
営
経
費
は
１
頭
当
り
約
５
千
円
〜
７

千
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
施
設
の
管
理
運
営
体
制
や
施
設

設
置
場
所
等
の
検
討
を
進
め
、
本
町
で
の
望

ま
し
い
処
理
方
法
・
管
理
運
営
体
制
に
つ
い

て
答
申
内
容
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
　
問

●
旧
丹
波
屋
旅
館
の
保
存
策
に
つ
い
て

　

大
正
初
め
に
建
て
ら
れ
た
旧
丹
波
屋
旅
館

は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

も
の
の
築
後
約
１
０
０
年
を
経
て
傷
み
が
激

し
く
、
修
繕
費
の
支
援
が
な
い
た
め
存
続
の

危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
指
定
に
あ
た
っ

て
は
教
育
委
員
会
が
大
き
く
関
わ
り
、
存
続

・
支
援
を
約
束
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
何

ら
具
体
的
な
動
き
は
な
か
っ
た
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
観
光
・
教
育
と
い

う
面
で
の
歴
史
・
文
化
的
価
値
を
高
め
る
た

星 

川 

三
喜
男 

議
員

質
　
問

●
エ
ゾ
シ
カ
の
残
滓
処
分
に
つ
い
て

　

本
町
の
酪
農
草
地
や
山
林
を
食
害
し
、
交

通
事
故
の
原
因
と
な
り
害
獣
化
し
て
い
る
エ

ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
、
有
害
駆
除
等
の
残
滓
処

分
施
設
整
備
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

コ
ス
ト
、
運
営
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
主
幹

　

有
害
鳥
獣
処
分
施
設
設
置
検
討
委
員
会
を

６
月
に
立
ち
上
げ
、
現
在
ま
で
に
検
討
会
を

２
回
、
先
進
地
視
察
を
２
回
開
催
し
て
い
る
。

　

現
在
道
内
で
の
処
理
方
法
は
、
大
き
く
『

化
石
燃
料
を
用
い
た
焼
却
施
設
』
と
『
一
般

処
理
施
設
で
の
焼
却
処
理
』
に
分
類
さ
れ
る

が
、
検
討
委
員
会
で
は
、
『
発
酵
種
を
用
い

た
減
容
化
施
設
』
の
整
備
が
望
ま
し
い
の
で

は
と
の
方
向
性
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
施
設
の
建
設
費
は
概
ね
１
千
万
円

〜
２
千
万
円
程
度
で
、
国
の
２
分
の
１
補
助

金
で
あ
る
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

柳 

澤 

雅 

宏 

議
員

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な
「しゃべり場」です。議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、
町政の動きを定例会や各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが
大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知
らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう



なかとんべつ町議会だより１８２号 ８

　

全
議
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
星
川
三

喜
男
委
員
長
）
は
９
月
17
日
、
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
事
項
は
、
平
成
25
年
度
総
合
計
画
に
登
載
さ
れ
た
公
共
工
事

の
ほ
か
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
、
平
成
24
年
度
教
育
委
員
会
の
活
動

状
況
に
関
す
る
点
検
・
評
価
報
告
書
、
教
育
関
連
施
設
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
で
す
。

　

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
意
見
を
第
３
回
定
例
会
に
報
告
し
ま

し
た
。

意
　
見

①　

町
道
10
丁
目
線
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
市
街
地
の
道
路
整
備

に
も
か
か
わ
ら
ず
片
側
の
み
の
歩
道
整
備
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
交
通
安
全
対
策
上
も
両
側
歩
道
と
す
る

べ
き
で
あ
り
、
早
急
に
整
備
方
針
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

②　

歯
科
診
療
所
増
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
ス
ロ
ー
プ
は
整
備
さ
れ

た
が
、
入
り
口
階
段
の
段
差
が
高
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
に
配
慮
さ
れ
た
整
備
と
な
っ
て
い
な
い
。
併
せ
て
、
建
物
前

の
駐
車
場
、
歩
道
の
舗
装
も
老
朽
化
が
著
し
く
、
建
物
と
一
体
の
整

備
を
行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
51
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

全
議
員
で
構
成
す
る
「
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常

任
委
員
会
（
星
川
三
喜
男
委
員
長
）
」
に
付
託
審

査
の
結
果
、
審
査
意
見
を
付
け
て
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
９
６
８
万

円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
を
28
億
７

千
８
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
銭
湯
「
黄
金
湯
」
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
す
る
た
め
の
改
修
費
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
１
３
５
万
円

（
総
務
費
）
、
福
祉
バ
ス
購
入
費
３
８
０
万
円
（

民
生
費
）
、
地
産
地
消
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
委
託
料
２
４
６
万
円
（
労
働
費
）
、
弥

生
牧
場
法
面
修
繕
工
事
測
量
設
計
委
託
料
60
万
円

（
農
林
水
産
業
費
）
、
消
防
車
積
載
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
１
台
１
４
４
万
円
（
消
防
費
）
な
ど
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

【
審
査
意
見
】

　

現
在
町
有
施
設
で
あ
る
旧
黄
金
湯
に
つ
い
て
、

浴
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
に
伴
い
、
今
後
も
小
規

模
な
改
修
が
予
想
さ
れ
る
。
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
に
も
経
営
者
に
譲
渡
で
き
る
よ
う
町
も

努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
52
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
１
０
万

円
を
追
加
し
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
総
額

を
８
千
６
５
４
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

中
頓
別
浄
水
場
原
水
流
入
弁
修
繕
費
４
１
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

先
ご
ろ
、
７
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
東
京
都

知
事
も
大
喜
び
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
も
最
終

決
戦
で
東
京
都
が
選
ば
れ
た
理
由
や
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
何
が
良
か
っ
た
か
な
ど
を
分
析
し
、
喜
び
に
満

ち
た
内
容
で
連
日
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
素
直
に
こ
の
決
定
を
喜
ぶ
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。

東
日
本
大
震
災
以
後
、
今
な
お
住
み
慣
れ
た
町
に
戻
れ
な

い
人
や
、
仮
設
住
宅
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
々
が
何
万
人
も
い
る
。
福
島
の
原
発
施
設
の
廃

炉
も
、
放
射
能
汚
染
水
処
理
も
全
く
見
通
し
が
立
た
な
い

し
、
復
興
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
政
府
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
特
別
法
人

税
を
１
年
間
前
倒
し
で
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

私
は
国
の
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
本
気
度
を
疑
う
。

　

わ
れ
わ
れ
国
民
は
今
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
な
く
、
東
日
本
の
復
興
に
使
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
の
建
設
等
で
資
材

不
足
や
価
格
の
高
騰
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
震
災
復
興
の

遅
れ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　

日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
な
ら
、
東
京
で
は

な
く
東
日
本
を
開
催
地
と
し
、
復
興
を
成
し
遂
げ
、
見
事

に
復
活
し
た
東
日
本
と
、
そ
し
て
日
本
人
を
世
界
中
の
人

々
に
見
て
も
ら
う
方
が
よ
ほ
ど
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

柳
澤
雅
宏
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
日
本
の
復
興

議
員
だ
よ
り

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

町道10丁目線

歯科診療所

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
報
告

第
３
回
臨
時
会
の
結
果
（
10
月
22
日
）
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平成２４年度　全会計決算を認定

実
質
公
債
費
比
率
15･

８
％

基
金
残
高
16
件
、
27
億
６
千
５
百
万
円
に

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
48
億
９
千
７
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成
24
年
度
決
算
の
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
７
千
１
百
万
円
、
歳
出
で
１
億

４
百
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
23
年
度
の
23
億
４

百
万
円
か
ら
２
億
８
千
５
百
万
円
増
の
25
億

９
千
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

38
億
１
千
４
百
万
円
に
占
め
る
割
合
（
依
存

度
）
は
約
68
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
22
年
度
21
・
７
％
、

23
年
度
18
・
７
％
、
24
年
度
は
さ
ら
に
改
善

し
、
15
・
８
％
（
表
３
②
備
考
欄
）
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全
化
の

取
り
組
み
の
実
績
が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
借
入
金
返
済
の
割
合
は
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
良
く
、
将
来
の
不
測
の
財
政
負

担
に
備
え
る
た
め
に
も
、
今
後
も
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
進
め
、
比
率
の
逓
減
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
面
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未

済
が
、
前
年
度
に
比
べ
４
４
０
万
円
減
少
し

て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等
が
徴
収
不

能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
15
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
16
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
６
億
７
千
２
百
万
円
と
大
幅
に

増
加
し
、
27
億
６
千
５
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
基
金
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
町
民

生
活
に
光
を
注
ぐ
事
業
推
進
基
金
５
百
万
円

全
額
を
取
崩
し
た
も
の
の
、
財
政
調
整
基
金

２
億
円
、
長
寿
園
施
設
改
修
拡
張
事
業
基
金

１
億
８
千
５
百
万
円
、
減
債
基
金
１
千
３
百

万
円
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金
２
億
円
、
地

域
活
性
化
基
金
７
千
３
百
万
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
前
年
度
末
に
比
べ
６
億
６
百

万
円
減
り
、
58
億
１
千
７
百
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
町
民
一
人
当
り
３
百
万
円
の

借
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

各
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ

８
千
７
百
万
円
減
っ
て
、
４
億
６
百
万
円
に
。

こ
れ
は
、
主
に
下
水
道
事
業
会
計
の
繰
上
償

還
完
了
に
よ
る
減
７
千
６
百
万
円
、
自
動
車

学
校
事
業
会
計
の
教
習
車
両
購
入
事
業
完
了

に
よ
る
減
５
百
万
円
、
病
院
事
業
会
計
へ
の

運
営
事
業
補
助
金
の
減
４
百
万
円
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
審
査
意
見

を
つ
け
て
、
認
定
第
１
号
一
般
会
計
か
ら
、

認
定
第
８
号
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
ま
で
８
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

　

次
年
度
以
降
の
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
、

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
５
項
に
掲
げ
る

「
当
該
決
算
に
係
る
会
計
年
度
に
お
け
る
主

要
な
施
策
の
成
果
を
説
明
す
る
書
類
」
の
提

出
を
求
め
る
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、
監査委員の意見を付して、議会に提出され認定の可否
を決めるものです。
議会は予算が適正に執行されているかどうかを審査す
るとともに、住民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特
別委員会」（柳澤雅宏委員長）が設置され、休会中に
各会計決算を集中審査し、８会計すべての歳入・歳出
決算が認定されました。
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歳出総額４８億９千７百万円

歳 入 額 歳 出 額 差　引　額

3,818,898,000 3,813,531,145 3,702 ,565,405 110,965,740 181,000

自動車学校事業特会 26,320,000 24,539,508 24,202,893 336,615

国民健康保険事業特会 289,078,000 306,607,625 279,410,838 27,196,787

水道事業特会 79,680,000 78,174,338 77,526,578 647,760

下水道事業特会 98,624,000 98,285,206 97,912,493 372,713

介護保険事業特会 191,194,000 191,158,135 184,839,169 6,318,966

後期高齢者事業特会 29,495,000 27,998,540 27,995,022 3,518

国保病院事業
（収益的収支） 470,945,000 469,271,665 459,271,665 10,000,000

（資本的収支） 21,585,000 21,585,000 43,213,616 ▲ 21,628,616

5,025,819,000 5,031,151,162 4,896 ,937,679 134,213,483 181,000

一　　般　　会　　計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

（表-１）平成２４年度　一般会計及び特別会計の決算状況

(単位：円）

会　　計　　区　　分 予　算　額
決　　　　　算　　　　　額 翌年度へ繰越

すべき財源

区　　　分 平成２３年度末 借入（発行）額 償還額 平成２４年度末

一 般 会 計 4,932,968 287,701 774,937 4,445,732
水 道 事 業 特 別 会 計 574,125 29,384 544,741
下 水 道 事 業 特 別 会 計 833,901 49,733 784,168

国民健康保険病院事業 81,533 600 40,205 41,928

合　　　計 6,422,527 288,301 894,259 5,816,569

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

（単位：千円）

（表-３） 財務指標 （普通会計）

項　　　目 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 備　考

①経常収支比率 76.4 70.6 71.7 62.4
毎年経常的に収入される財源
のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

21.9 17.6 16.8 13.1

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成22年
度～24年度の３ヵ年平均で算
出。平成24年度=15.8％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

28.3 25.6 21.7 18.7

公債費負担適正化計画の実質

公債費比率は、②の平成21年

度～23年度の３ヵ年平均で算

出。平成24年度＝18.7％

④財政力指数 0.101 0.091 0 .096 0 .089
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団
体

⑤標準財政規模 2,472,663 2,617 ,950 2,484,321 2,763,771
ある程度均衡の取れた行政
サービスを行うために必要な一
般財源の規模

⑥基準財政収入額 229,170 218,341 219,551 207,575 収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,274,912 2,403 ,949 2,319,472 2,592,778
一定の行政サービスを提供する
ために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）



なかとんべつ町議会だより１８２号11

一
般
会
計
歳
出

　 

東
海
林
委
員

　

総
務
費
に
限
ら
な
い
が
、
地
方
自
治
法
第

２
３
３
条
に
掲
げ
る
主
要
施
策
の
成
果
説
明

書
が
な
い
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　 

野
邑
町
長

　

事
業
の
成
果
は
定
例
会
に
提
出
し
た
平
成

24
年
度
の
総
合
計
画
に
対
す
る
状
況
報
告
書

に
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
来
年
度

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　 

星
川
委
員

　

職
員
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、
札
幌
、

旭
川
に
行
っ
て
い
る
が
、
国
保
病
院
で
受
診

で
き
な
い
の
か
。

　 

野
邑
町
長

　

共
済
組
合
が
30
歳
以
上
の
職
員
に
年
１
回

実
施
し
て
い
る
が
、
共
済
組
合
の
負
担
を
超

え
る
費
用
に
つ
い
て
、
国
保
病
院
を
受
診
す

る
場
合
は
町
費
負
担
、
旭
川
、
札
幌
の
施
設

を
利
用
す
る
場
合
は
個
人
負
担
と
し
て
い
る
。

人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
年
々
、
国
保

病
院
の
受
診
者
は
増
加
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

答答 問問

　 

柳
澤
委
員
長

　

環
境
保
全
活
動
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
の
取
組

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　 

遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度

の
執
行
方
針
で
、
特
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
24

年
度
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
な
い
。
新
た

な
取
組
で
は
な
い
が
、
従
前
か
ら
役
場
庁
舎

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
総

合
計
画
で
各
事
業
所
の
削
減
の
取
組
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
活
動
は
25

年
度
か
ら
に
な
る
。

　 
柳
澤
委
員
長

　

予
防
接
種
の
接
種
率
が
低
く
、
不
用
額
を

生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
程
度

に
目
標
を
設
定
し
、
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　 

小
林
保
健
福
祉
課
長

　

定
期
の
予
防
接
種
と
任
意
の
予
防
接
種
の

２
種
類
あ
る
が
、
定
期
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
個
別
勧
奨
を
し
て
い
る
の
で
接
種
率
は

非
常
に
高
い
。
今
回
不
用
額
と
な
っ
た
任
意

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
勧
奨

で
は
な
く
、
希
望
者
に
対
し
て
の
助
成
で
あ

る
。
広
報
等
で
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

　 

柳
澤
委
員
長

　

墓
地
の
墓
石
が
傾
い
て
い
る
、
欠
け
て
い

る
と
い
う
苦
情
を
聞
い
て
い
る
が
、
冬
期
間

の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答答 問問問

　 

小
林
保
健
福
祉
課
長

　

葬
儀
の
際
の
道
路
の
除
雪
は
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
管
理
は
行
っ
て
い
な
い
。
昨
年

の
雪
の
降
り
方
が
異
常
で
、
墓
石
の
上
に
キ

ノ
コ
状
に
堆
積
し
て
傾
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

融
雪
時
期
前
に
調
査
し
て
是
正
し
た
が
、
見

落
と
し
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
墓
石
が

欠
け
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
隣
接
す
る

樹
木
の
枝
打
ち
も
行
っ
て
お
り
、
原
因
は
考

え
つ
か
な
い
。

　 

東
海
林
委
員

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
導
水
管
の
維
持
管
理
委

託
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　 

遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
委
託
し
て
い

る
。
委
託
料
は
工
事
等
の
積
算
根
拠
に
基
づ

き
積
算
し
、
委
託
先
は
町
内
業
者
３
社
に
よ

る
見
積
も
り
合
わ
せ
を
行
い
決
定
し
て
い
る
。

業
務
内
容
は
、
取
水
口
、
取
水
枡
の
点
検
と

流
入
し
た
土
砂
・
木
屑
の
除
去
で
あ
る
。

　 

星
川
委
員

　

町
税
、
使
用
料
等
の
滞
納
者
の
徴
収
に
つ

い
て
、
担
当
者
が
個
別
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　 
和
田
総
務
課
長

　

税
と
使
用
料
等
の
滞
納
者
は
か
な
り
重
複

し
て
い
る
。
情
報
を
共
有
し
て
は
い
る
が
、

専
任
の
徴
収
担
当
者
が
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
主
に
事
務
を
担
当
し
て
い
る
担
当
者

が
行
っ
て
い
る
。

答答答 問問

　 

東
海
林
委
員

　

固
定
資
産
税
で
７
件
不
納
欠
損
が
生
じ
て

い
る
が
、
不
納
欠
損
を
決
定
す
る
事
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
不
納
欠
損
後
に
資
産
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　 

和
田
総
務
課
長

　

５
年
を
経
た
も
の
に
つ
い
て
、
徴
収
権
の

消
滅
時
効
に
よ
っ
て
不
納
欠
損
を
行
っ
て
い

る
。
資
産
が
あ
る
場
合
に
は
課
税
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　 

東
海
林
委
員

　

教
習
生
が
年
々
減
っ
て
い
る
が
、
課
題
と

今
後
の
改
善
策
は
。

　 

大
川
自
動
車
学
校
長

　

浜
頓
別
高
校
、
枝
幸
高
校
を
対
象
に
し
た

募
集
活
動
に
努
力
し
た
い
。

　 

東
海
林
委
員

　

町
営
の
施
設
と
し
て
、
本
町
に
と
っ
て
も

南
宗
谷
の
住
民
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
著
し
い
施
設

の
今
後
の
見
通
し
は
。

　 

野
邑
町
長

　

人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
る
が
、

南
宗
谷
唯
一
の
施
設
で
あ
り
、
免
許
の
取
得
、

高
齢
者
講
習
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
。

　

来
年
度
は
ト
イ
レ
の
改
修
を
実
施
し
、
教

習
環
境
の
整
備
を
図
り
、
で
き
る
だ
け
長
く

存
続
し
た
い
。

答答 問問答 問

総
　
　
務
　
　
費

決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑

衛
　
　
生
　
　
費

商
　
　
工
　
　
費

一
般
会
計
総
括
質
疑

特
別
会
計

自
　
動
　
車
　
学
　
校



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
今
回
審
査
し
た
前
年
度
の
決

算
を
見
て
も
、
町
税
の
収
納
額
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
税
法
と
Ｉ
Ｔ
双
方

に
詳
し
い
職
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
徴
収
部
門
を
強
化
す
べ
き
で
す
。

　

町
の
財
政
収
支
を
表
す
指
標
の
一
つ
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
基
礎
的
財
政
収
支
と
い
う
も
の
で
、

町
の
収
入
の
う
ち
、
町
債
発
行
に
よ
る
収
入
を
除
い
た
も
の
か
ら
、
町
の

支
出
の
う
ち
、
過
去
に
発
行
し
た
町
債
の
償
還
と
利
払
い
を
除
い
た
も
の

を
比
較
し
た
場
合
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
収
入
な

ど
の
本
来
の
収
入
で
、
町
民
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
支
出
が
、
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
赤
字

の
場
合
、
新
た
に
町
債
を
発
行
す
る
こ
と
で
借
金
を
重
ね
、
将
来
の
世
代

に
負
担
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
町
の
現
状
と
し
て
は
約
７

億
円
の
プ
ラ
ス
で
す
。
し
か
し
、
来
年
度
以
降
、
収
入
の
６
割
を
超
え
る

地
方
交
付
税
が
減
少
す
れ
ば
、
楽
観
視
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
宮
）

編
　
集
　
後
　
記

９日　議会広報編集特別委員会
17日　議会広報編集特別委員会
20日　砂金掘体験場安全祈願祭
22日　中頓別神社例大祭宵宮祭
23日　中頓別神社例大祭御神輿渡御
27日　長寿園夏祭り
31日　中頓別町乳牛共進会

８日　町民親睦交流パークゴルフ大会
９日　議会運営委員会
11日　長寿園敬老会
12日　議会運営委員会
13日　中頓別町敬老会
17日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
25日～26日
　　　第３回定例会、決算審査特別委員会
30日　南宗谷衛生施設組合議会

議会の動き
25年７月

３日　北緯45度夏まつり
４日　町内対抗スポーツフェスティバル
19日　議会広報研修会（札幌市）
20日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
31日　北緯45度酪農祭

８月

９月

10日　議会運営委員会
13日　中頓別中学校学校祭
20日　中頓別小学校学芸会
22日　第３回臨時会
23日　議会広報編集特別委員会
28日　議会広報編集特別委員会

10月
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　６月２７日、北海道町村議会議員研修会が札幌コ
ンベンションセンターで約１，８００人が参加して
開催された。
　初めに「議会改革に期待する」と題して、元鳥取
県知事の片山善博氏が講演を行った。
　改革派知事と言われたが、おかしいと思ったこと
はひとつひとつ変えていこうと当たり前のことをし
た。たとえば、黒塗りが多かった決済書類を塗りつ
ぶさずに回すように改善、県議会での質問・答弁は
シナリオが決まっていたので、これをやめ、自由に
発言するようにしたなど。
　地方分権が広がると議会の権限も増すが、役割も
重要になってくる。いじめ・自殺問題に揺れた滋賀
県大津市教育委員会の例でも、議会は教育委員選任
の同意で、チェック機能を果たしていなかったので
はないか。また、年度末直前に教員の早期駆け込み
退職で学校が大混乱した問題では、そのような退職
を認める条例を議決した議会にも責任がある。
　現場や当事者を重視する議会、住民に開かれた議
会のために意見をよく聞くべきではないか。現実は、
町長や役場幹部職員の意見聴取が多い。議会基本条
例など抽象的な議会改革ではなく、実務的な改革を
すべきと語った。
　次に、「今後の政局・政治展望」と題して、参院
選の行方と安倍政権の課題を政治アナリスト伊藤惇
夫氏が講演を行った。
　安倍政権の高支持率を支える要素は、安定志向、
期待感、前民主党政権が国民の期待に応えられなか
ったこと。
　課題は、景気・経済であるが、持続的回復のため
には成長戦略が問題であり、社会福祉の将来像に安
心感が得られていないなどと指摘した。
　一部野党の現状や党内事情を面白おかしく語った
後、参院選の得票予想を述べた。また、基本的には
安定政権が続くので持続的な景気回復に全力で取り
組んでもらいたいと期待を込めた。
　　　　　　　　　　　　（報告者：本多夕紀江）
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